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「
春
の
お
彼
岸(

ひ
が
ん)

」 

春
分
の
日
を
中
日
と
し
、
そ
の
前
後

３
日
間
、
計
七
日
間
を
彼
岸
と
い
い
ま

す
。
一
日
目
は
彼
岸
の
入
り
、
七
日
目

は
彼
岸
の
明
け
で
す
。
ま
た
、
通
常
彼

岸
と
言
え
ば
春
の
彼
岸
を
さ
し
ま
す
。

俳
句
に
お
い
て
も
春
の
季
語
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。
彼
岸
と
は
生
死
の
境
を

渡
っ
た
向
こ
う
岸
、
つ
ま
り
仏
の
国
を

意
味
す
る
言
葉
で
す
。
も
と
は
迷
い
の

世
界
で
あ
る
現
世
か
ら
悟
り
の
世
界
で

あ
る
仏
の
国
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
修
行
に
励
む
と
い
う
仏
教
行
事
で
し

た
。
現
在
は
彼
岸
の
期
間
に
は
先
祖
供

養
の
た
め
の
寺
参
り
、
墓
参
り
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
時

期
に
先
祖
の
霊
を
丁
重
に
供
養
す
れ
ば
、

き
っ
と
そ
の
霊
魂
は
仏
の
国
に
行
く
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
仏
教
の
教
え
に
ち

な
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在

の
彼
岸
の
行
事
は
非
常
に
仏
教
色
が
強

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

イ
ン
ド
や
中
国
で
は
こ
の
よ
う
な
習
慣

を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
彼
岸
は
日
本

特
有
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
古
来
、
春
分
の
日
は

季
節
の
変
わ
り
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

農
事
の
重
要
な
目
安
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
春
の
農
耕
開
始
の
前

に
祖
霊
を
ま
つ
り
、
豊
穣
を
願
う
儀
礼

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
仏

事
に
取
り
込
ま
れ
、
日
本
独
特
の
風

習
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
参
考
文
献
『
神
道
と
し

き
た
り
事
典
』茂
木
貞
純
監
修 
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『
現
代
こ
よ
み

読
み
解
き
事
典
』

柏
書
房
発
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三
月 

弥
生

や

よ
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１日・15 日 月次祭(つきなみさい) 皇室の弥栄と国家安

泰、氏子崇敬者並に社会の幸福と平和を祈ります。  

３日ひなまつり古来中国で 

行われていた川で身を清め不浄 

を祓う習慣が平安時代に日本に 

伝わり宮中で曲水の宴という形」 

で祓えが行われるようになった 

のが由来とされています。その 

後曲水の宴は廃れましたが、人形を作り、それにけがれ

を移して川や海に流し不浄を祓うようになりました。江

戸時代以降に現在のようなひな祭として広まりました。 
６日啓蟄(けいちつ)まだまだ寒い時節ですが日足も目に

見えるように長くなり日の光の中に春を強く感じるよ

うになります。 

11日東日本大震災 震災発生時刻の午後 2 時 46 分

には、それぞれの場所において、黙とうをしましょう。 

18 日彼岸入り「天神さまの豆知識」参照。 

21 日春分・彼岸の中日 宮中においては、この日、

春季皇霊祭というご先祖祭が行われます。 
24 日彼岸明け「天神さまの豆知識」参照。 

本日はよくお参り下さいました 

三月になりました。２月 27 日 

には、県立高校の合格発表が 

行われ、受験された皆さんは、 

進路がきまり、ホッとされてい 

るのではないでしょうか。さて、 

平昌五輪での日本人選手の活躍、素晴らしかったです

ね。全ての選手や関係者に、健闘を称えたいと思いま

す。次はいよいよ２０２０年の東京オリンピックです

がその前に、天皇陛下の御譲位という一大行事があり

ます。来年行われる御譲位に関わる一連の行事を、国

民として、しっかりと支えていきたいものですね。日

本の皇位は国民の象徴であるとともに世界最長の伝統

を持つといわれています。しかし両陛下は近寄りがた

いどころか、常に私たち国民に寄り添い、毎日を過ご

されてきました。私たちの今上陛下への敬慕の念は、

いつまでも尽きることがないでしょう。今月も皆さま

のご多幸をお祈り申しあげます。権禰宜道子 

今
月
の
言
葉 

『
敬
と
は
道
で
あ
る
』 

敬
と
い
う
心
は
、
言
い
換
え
れ
ば
少
し

で
も
高
く
尊
い
境
地
に
進
も
う
、
偉
大

な
る
も
の
に
近
づ
こ
う
と
い
う
心
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
同
時
に
自
ら

反
省
し
、
自
ら
の
至
ら
ざ
る
点
を
恥
ず

る
心
に
な
る
。
省
み
て
自
ら
お
そ
れ
、

自
ら
慎
み
、
自
ら
戒
め
て
ゆ
く
。
偉
大

な
る
も
の
、
尊
き
も
の
、
高
き
も
の
を

仰
ぎ
、
こ
れ
に
感
じ
、
あ
こ
が
れ
、
そ

れ
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
自

ら
省
み
て
恥
ず
る
、
こ
れ
が
敬
の
心
で

あ
る
。
東
洋
で
は
等
し
く
こ
れ
を
道
と

い
う
。
参
考
文
献
『
安
岡
正
篤
一
日
一
言
』

安
岡
正
泰
監
修 

平
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